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A02 公募 オートファジーの生理・病態
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オートファジーは飢餓状態のエネルギー補給のみならず、ウイルス・病原菌の排
除や自然免疫応答の調節等、細胞内における多彩な生理機能に重要な役割を担って
いる。

Syntaxin17（Stx17）はオートファジーの過程で幅広く機能するタンパク質である。
我々は、肺炎を引き起こすレジオネラが Stx17 を分解することを見いだしており、こ
れまでの解析により Stx17 を特異的に分解するレジオネラタンパク質を見いだしてい
る。よって、本研究では先ずレジオネラが Stx17 を分解する生理的な意義を明らかに
する。

また、我々は栄養状態において Stx17 が Drp1（ミトコンドリア分裂因子）と協調
してミトコンドリアの切断に寄与することを見いだしており、栄養飢餓状態になる
と結合パートナーを Drp1 から Atg14L に変換することを明らかにしている。最近、
Stx17 がミトコンドリア切断からオートファジーへと機能変換する過程を制御してい
ると考えられる分子を同定しており、本分子の解析により Stx17 の機能変換機構を明
らかにする。
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病原菌感染や結合タンパク質を介した
Syntaxin17 の生理機能の解明


